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証券コード：7551

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

・住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座管理機関である
三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

・未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

・配当金計算書について
配当金お支払いの際にご送付しております「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払
通知書」を兼ねております。

4月1日から翌年3月31日まで

6月

定時株主総会については3月31日
そのほか必要があるときには、あらかじめ公告をする一定の日

3月31日
中間配当の支払を行うときは9月30日

〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号　
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日

配当受領株主確定日

郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）

株主メモ  

株式会社ウェッズ
〒143-0016　東京都大田区大森北1-6-8
TEL 03-5753-8201
URL https://www.weds.co.jp



　平素は当社の事業運営に格別のご支援・ご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて第58期（2022年4月1日から2023年3月31日まで）の当社グループの
業績概要のご報告に先立ちまして、社長交代のご挨拶を申し上げます。
　このたびの株主総会、及びその後に開催された取締役会の決議を経て、 
石田純一が代表取締役社長に就任し、前社長の稲妻範彦は取締役会長に就任い
たしました。
　今後とも倍旧のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。
　当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウィルス感染症の感染
が拡大した夏場に一時、陰りが見えましたが、その収束が進む中で行動制限等
の緩和もあり個人消費やインバウンド需要が持ち直し、足下で輸出や設備投資
は弱含むものの全体では緩やかに回復しております。一方で為替やインフレの
動向など今後の事業への影響は不透明であり、引き続き注視が必要です。
　当連結会計年度は、主力のアルミホイール等が増加した自動車関連卸売事業
はじめ主要事業の売上増により、売上高は、36,497百万円（前期比5.0％増）と
増収になりました。営業利益は、2,529百万円（前期比66.4％増）、経常利益は
2,809百万円（前期比84.4％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は1,763
百万円（前期比104.4％増）と、それぞれ増益になりました。
　株主の皆様には、なお一層のご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。
 2023年6月

株主の皆様へ 　株主の皆様におかれましては、平素より格段の
ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。このたび 
代表取締役社長に就任いたしました石田純一で 
ございます。
　稲妻会長と共に、一層の事業規模の拡大を追求し、
企業価値の向上に努めていく所存ですので、 
宜しくお願い申し上げます。
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代表取締役社長

石田 純一
取締役会長

稲妻 範彦

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

トップメッセージ  

「ウェッズの永遠のテーマ、それはCHALLENGEです。
私達は人と車の未来に向けて、

常に新しく価値ある商品を創造し社会に貢献します。」

経 営 理 念

経 営 指 針
「私達は、お客様最優先の営業方針と

会社・株主・社員三位一体の取り組みにより、
会社の繁栄と安定を追求して、

株主利益の向上と社員のライフプラン充実に努めます。」

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

トップインタビュー  

　私はウェッズの繁栄と成長に全力を注ぎ、覚悟を持って取り組
んでまいります。
　取組みに当たっては、会社の長期的かつ持続的な価値創造を追
求することが使命だと考えております。
　私のこれまでの経験を活かし、ホイール拡販に向けた新たなビ
ジョンや戦略を打ち出し、社員全ての力を集結して具体的な施策と
して実践することで成果を出し、利益の最大化を図ってまいります。
　また、株主の皆様との更なる相互理解を深め、ご支援いただくこ
とが企業価値向上に欠かせないと思っており、株主総会などで皆様
から寄せられたご意見やご質問に対して真摯にお応えし、会社の未
来に向けた共創の機会を一層大切にしていきたいと考えております。
　当社が進む道は、株主の皆様をはじめとする全てのステークホ
ルダーの方々との間で信頼関係を築き皆様の期待に応えるもので
なければなりません。
　そのために経営の安定と競争力の向上に全力を注ぐことをお約
束します。
　今後ともご支援、ご指導を賜りますよう宜しくお願い申し上げ
ます。

氏 名 石田 純一 （いしだ じゅんいち）

生 年 月 日 1961年12月22日

出 身 地 兵庫県

経　　 歴 1984年4月　株式会社ウェッズ入社
2005年7月　 当社理事販売本部長　 

兼　販売統括部長就任
2009年4月　当社執行役員就任
2011年6月　当社取締役就任
2018年6月　当社常務取締役就任
2020年6月　 当社専務取締役就任
2023年6月　 当社代表取締役社長 

就任（現任）

P ROF I L E

石田新社長に聞きました。
新社長としての抱負と今後の展望について
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連結財務諸表  

科　目 当期 前期

（資産の部）

流動資産 15,199 13,653

現金及び預金 6,589 4,997

受取手形及び売掛金 4,049 4,159

たな卸資産 3,989 3,422

その他 570 1,073

貸倒引当金 △0 △0

固定資産 8,769 8,828

有形固定資産 6,926 7,154

建物及び構築物 3,250 3,511

土地 3,357 3,357

その他 318 285

無形固定資産 155 150

投資その他の資産 1,688 1,523

投資有価証券 460 454

繰延税金資産 550 403

その他 742 786

貸倒引当金 △64 △120

資産合計 23,969 22,482

科　目 当期 前期

（負債の部）
流動負債 4,896 4,664

支払手形及び買掛金 2,628 2,800
短期借入金 259 245
未払法人税等 658 430
賞与引当金 242 216
役員賞与引当金 64 61
その他 1,043 910

固定負債 2,501 2,591
長期借入金 1,455 1,588
繰延税金負債 — 5
退職給付に係る負債 233 226
役員退職慰労引当金 140 146
資産除去債務 201 199
その他 470 424

負債合計 7,397 7,255

（純資産の部）
株主資本 14,848 13,405

資本金 852 852
資本剰余金 845 845
利益剰余金 13,197 11,754
自己株式 △47 △47

その他の包括利益累計額 252 453
その他有価証券評価差額金 181 178
繰延ヘッジ損益 35 242
為替換算調整勘定 34 32

非支配株主持分 1,470 1,368
純資産合計 16,571 15,227
負債・純資産合計 23,969 22,482

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

科    目 当期 前期

売上高 36,497 34,772
売上原価 28,684 28,295
売上総利益 7,813 6,477
販売費及び一般管理費 5,284 4,956
営業利益 2,529 1,520
営業外収益 296 96
営業外費用 15 93
経常利益 2,809 1,523
特別損失 70 21
税金等調整前当期純利益 2,739 1,502
法人税、住民税及び事業税 904 569
法人税等調整額 △61 △28
当期純利益 1,896 961
非支配株主に帰属する当期純利益 133 98
親会社株主に帰属する当期純利益 1,763 863

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

科   目 当期 前期

Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー 2,198 550
Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー △97 △42
Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー △512 △565
Ⅳ現金及び現金同等物に係る換算差額 2 5
Ⅴ現金及び現金同等物の増減額 1,591 △52
Ⅵ現金及び現金同等物の期首残高 4,877 4,930
Ⅶ現金及び現金同等物の期末残高 6,469 4,877

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

（注）単位未満については切り捨てて表示しております。

株主資本 その他の包括利益累計額
非支配

株主持分 純資産合計
資本金 資本

剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

その他の
包括利益

累計額合計
当期首　残高 852 845 11,754 △47 13,405 178 242 32 453 1,368 15,227
当期変動額

剰余金の配当 △320 △320 △320
親会社株主に
帰属する当期純利益 1,763 1,763 1,763

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 3 △207 2 △201 102 △99

当期変動額合計 1,443 1,443 3 △207 2 △201 102 1,343
当期末    残高 852 845 13,197 △47 14,848 181 35 34 252 1,470 16,571

連結株主資本等変動計算書（単位：百万円）
当連結会計年度

連結貸借対照表（単位：百万円） 連結損益計算書（単位：百万円）
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会社の概要・株式情報（2023年3月31日現在）  

会社概要 株式情報

株式会社ウェッズ
WEDS CO.,LTD.

東京都大田区大森北1-6-8

1965年10月12日

 8億5,275万円

148名

自動車用アルミホイール・スチールホイールを
中心とした自動車部品・用品の企画開発・販売

商 号

本 社

設 立

資　本　金

従 業 員 数

業 務 内 容

発行可能株式総数…………………………………… 53,340,000株

発行済株式の総数…………………………………… 16,118,166株

単元株式数………………………………………………………100株

株主数………………………………………………………… 4,997名

大株主

役員（2023年6月28日総会後新役員）

稲　妻　範　彦
石　田　純　一

中　尾　宏　平
牛　尾　　　理
今　町　方　規
野　﨑　　　修
長谷川　勝　也
平　松　幹　人
郡　司　昌　恭

取 締 役 会 長 
取 締 役 社 長 
（代表取締役）

専 務 取 締 役 
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役 
監 査 役
監 査 役

※  取締役牛尾理氏及び野﨑修氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締役で
あります。

※  監査役平松幹人氏及び郡司昌恭氏は、会社法第2条第16号に定める社外監査
役であります。

※  取締役野﨑修氏及び監査役郡司昌恭氏は、東京証券取引所が定める独立役員
として届出をしています。

株主名
持株数（株） 持株比率（％）

中央精機株式会社 6,167,600 38.46
碧海信用金庫 520,000 3.24
石原勝成 480,000 2.99
株式会社三菱UFJ銀行 355,200 2.21
株式会社三井住友銀行 291,200 1.82
六和機械股份有限公司 256,000 1.60
萩原雄二 147,100 0.92
伊澤秀 145,200 0.91
平倉昭雄 126,500 0.79
JPモルガン証券株式会社 102,800 0.64

株価推移
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事業別業績  

※ 売上高構成比は、調整額（セグメント間取引消去）を除く売上高で算出しております。

売上高は、26,655百万円となり前期比1,169百万円（4.6％）の増収となりました。これは主力のアルミホイール及びスチールホ
イールの売上増によるものです。セグメント利益につきましても、ホイールの売上増加に伴い、1,898百万円となり前期比865百万
円（83.7％）の増益となりました。

売上高構成比

71.9%

自動車関連卸売事業 一般市販市場へのホイールを中心とした自動車関連商品の製造及び販売

売上高 26,655百万円 前期比　4.6%増 セグメント利益 1,898百万円 前期比　83.7%増 

売上高は、ジェームス店各店でタイヤ、オイルはじめ自動車用品の販売増、また通販も増加し、2,617百万円となり前期比166百万
円（6.8％）の増収となりました。セグメント利益は143百万円となり前期比31百万円（27.7％）の増益となりました。

売上高構成比

7.2%

自動車関連小売事業 一般消費者へのホイールを中心とした自動車関連商品の販売

売上高 2,617百万円 前期比　6.8%増 セグメント利益 143百万円 前期比　27.7%増 

売上高は、入居者の増加、また訪問介護や通所介護等、既存事業の収入増に加え、2021年12月立ち上げの訪問看護の収入増に
より、518百万円と前期比78百万円（17.8％）の増収となりました。セグメント利益は、55百万円となり前期比26百万円（94.5％）
の増益となりました。

売上高構成比

1.4%

福祉事業 高齢者向けの複合福祉サービス

売上高 518百万円 前期比　17.8%増 セグメント利益 55百万円 前期比　94.5％増 

売上高は、主力の倉庫売上、また新規取引も増加したことなどにより7,496百万円となり前期比480百万円（6.8％）の増収となり
ました。セグメント利益は419百万円となり前期比104百万円（33.1％）の増益となりました。

売上高構成比

17.5%

物流事業 商品保管・荷役等の物流サービス

売上高 7,496百万円 前期比　6.8%増 セグメント利益 419百万円 前期比　33.1%増 

携帯電話代理店事業の売上高は、販売台数の減少に加え、前連結会計年度に1店舗譲渡し4店舗体制となったこと等により658
百万円と前期比295百万円（△31.0％）の減収、賃貸事業の売上高は、80百万円と前期と同額で、合わせて739百万円と前期比
295百万円（△28.5％）の減収となりました。
セグメント利益は、携帯代理店事業では売上減少等により、経費は低減するも45百万円の損失と前期比18百万円の悪化となり
ました。また、賃貸事業は58百万円の利益で前期とほぼ同額、合わせて12百万円と前期比18百万円（△59.4％）の減益となりま
した。

売上高構成比

2.0%

その他事業 携帯電話代理店事業、賃貸事業

売上高 739百万円 前期比　28.5%減 セグメント利益 12百万円 前期比　59.4%減 
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